
1 神戸 全県
阪神・淡路大震災20年災害報
道のあり方研究セミナー

災害報道のあり方研
究セミナー実行委員
会

5月2日他 神戸国際会館

○災害報道のあり方を研究するセミナー
・阪神・淡路大震災２０年にあたり、効果的な災害報道のあり方につい
て学ぶセミナーを開催 67

2 神戸 全県
第34回（2014年度）地域安全
学会研究発表会（春季） 地域安全学会 5月16日～17日

兵庫県立大学防
災教育センター、
人と防災未来セン
ター

○地域安全学会研究発表会
・阪神淡路大震災２０周年の節目として神戸市に於いて開催
・防災復興に関する学術発表、公開シンポジウムを開催し、会員だけ
でなく一般市民の参加もあり防災の普及啓発に寄与した

100

3 神戸 全県

室内合奏団THE STRINGS第
14回室内楽コンサート「ヴァイ
オリンコンチェルト〈和声と創意
への試み〉全曲シリーズ１～震
災復興支援チャリティ・防災推
進公演～

(特非）　室内合奏団
THE STRINGS

5月17日
カトリック夙川教
会

○２つの大震災の犠牲者を偲び、震災で得た教訓を活かして今後予想
される災害に備えるコンサートを開催
・コンサートで、司会者から地震対策の準備、津波への備えを説明
・会場で防災グッズ、非常袋の実物の展示や広報パンフレットの配布 98

4 神戸 全県
阪神・淡路大震災20周年追悼
演奏会

神戸フロイデ合唱団 7月25日
神戸国際会館こく
さいホール

○阪神・淡路大震災２０周年追悼演奏会
・阪神・淡路大震災の翌年７月演奏したドヴォルザークの「レクイエム」
を、震災から２０年を迎え、追悼の祈りを捧げ演奏した
・追悼とともに風化しつつある記憶を想い起こし、今後の大震災への備
えを心に刻む
・会場において、防災・減災やフェニックス共済の啓発を行う

2,054

5 神戸 全県
阪神から東日本へ復興後方支
援プロジェクト

リスクデザイン研究所 9月20日
関西学院大学
上ヶ原キャンパス
図書館ホール

○復興後方支援フリーペーパーの発行
・被災地の街、住宅の再生の過程を記録し、災害の教訓を普及・波及
させるため、情報誌を発行をし、自主防災活動団体や被災地やその支
援者に配布
○ワークショップ
・被災地間や支援者間のネットワークの形成するため、東日本大震災
支援を行う学生ボランティア団体等とワークショップを開催した

28

6 神戸 全県

子どもも大人も/大災害に備え
て決断！シミュレーション・ゲー
ム大会　１０００人クロスロード
2014

千人クロスロード実行
委員会

12月23日
神戸国際展示場
１号館

○防災ゲーム「クロスロード」のワークショップ
・講演「クロスロード～開発と１０年の歩みから」
・神戸会場をメイン会場とし大規模なワークショップを開催し、仙台会
場、高知会場をインターネットつなぎ同時中継 580

7 神戸 全県
50年後の社会に【伝えよう阪
神・淡路大震災の体験】防災・
減災インターネット放送事業

1.17ブロードバンドＴＶ ― インターネット

○インターネット放送事業
･震災体験、防災・減災を伝えるため実施された各種行事の記録を、イ
ンターネット動画放送を通して次世代へ継承 -

参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名



参加人数実施場所 主な実施内容開催日
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8 神戸 全県

５０年後の社会に伝えよう【阪
神・淡路大震災】震災語りべ記
録継承事業

震災語りべ記録継承
実行委員会

― インターネット

○被災、震災体験の記録、放送
・被災体験の語りべをビデオで記録し、インターネットで放送
・震災体験を多くの人に語り継ぐ -

9 中播磨 全県
「東南海地震への発信！中高
生による東日本大震災からの
教訓」講演会

(特非）　姫路発　中高
生のための東日本災
害ボランティア

8月4日
ポートピアホテル
偕楽の間

○東日本の学生との交流会
・宮城県亘理町、福島県相馬市等の中高生たちが阪神淡路大震災２０
年に心を寄せ、兵庫県内の中高生たちと交流
○中高生たちによる講演会
・忘れ得ぬ津波への教訓として、日頃の防災意識の大切さを中高生た
ちの目線で語る講義を開催し、全県へ発信

280

10 神戸 地域

子どもも大人も遊びから学ぼう
減災・防災～リスクマネージメ
ント力を高める冒険あそび場
「プレーパーク」～講演・体験

あそび探検隊・須磨プ
レーパーク

7月7日他
椿谷公園、須磨
区横尾集会所

○子育て中の若い世帯を対象とした防災・減災啓発
・クロスロードゲーム
・「もし今大震災がきたら」をテーマにプレーパークを通じての講演
・プレーパーク体験
・避難時を想定した炊き出し
・非常時に使えるロープワークや、資材・道具の使い方

128

11 阪南 地域

第２回震災復興フェスティバル
～気持ちの灯を三田から東北
へ～

(一社）三田青年会議
所

5月11日 有馬富士公園

○震災復興をテーマとしたフェスティバルを開催
・東日本大震災の被害状況・復興状況の紹介
・消防署員による防災講話や煙体験実習
・地域防災マップの展示
・防災倉庫の紹介
・東日本大震災被災者との交流

8,390

12 神戸 全県
未来の宝　東北の子どもたち
に夢と希望と絆の架け橋プロ
ジェクト

未来の宝　夢と希望と
絆の架け橋プロジェク
ト実行委員会

8月20日～24日
人と防災未来セン
ター、北淡震災記
念公園　等

○東北の子どもたちとの交流
・東北(塩釜市、東松島市）の子どもたちを招待
・淡路、神戸のこども、高校生と合宿・交流しながら、震災について学ぶ
・人と防災未来センター、神戸市危機管理センター、北淡震災記念公
園での見学、講話等の防災学習

84

13 神戸 全県
災害時の生き抜く力を育む
「レッドベア火育サバイバル
キャンプ2014」

「レッドベアサバイバ
ルキャンプ」実行委員
会

8月23日～24日
神戸市立地域人
材支援センター

○子どもへの防災教育
・体験型防災プログラム、サバイバルブログラムによるキャンプを開催
（語り部の話　・火起こし体験　・紙食器づくり　・避難所体験　・炊き出し
訓練　等　）
・会場の近隣住民や地域の防コミの参加・協力を仰ぎ、地域の防災力
向上にも寄与した

185

14 神戸 全県
家族で話す防災・減災ハンド
ブック2014

家族で話す防災・減災
ハンドブック実行委員
会

―
県内公立小学校
等

○子どもに対する防災啓発
・防災・減災のハンドブックを作成
・県内全公立小学生全員に無料配布
・発行物を電子ブックとしてHPに公開
・FM放送により、ハンドブックに沿った防災・減災の啓発を行う

300,000
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15 神戸 全県
「カンパイKOBE2014」【防災エ
リア・ステージトーク】

カンパイKOBE実行委
員会

8月2日 みなとのもり公園

○「カンパイKOBE」イベント内での『防災エリア』による啓発
・あの日の記憶：震災の危機を乗り越えた神戸の街を写真や映像を展
示
・緊急災害時の避難場所である会場の防災公園としての機能を紹介
・日本赤十字社の東北支援の活動のパネル展示
・ステージから阪神淡路大震災からの復興の思いや、次なる災害への
防災啓発を発信
・東日本大震災被災地への募金活動

4,000

16 神戸 全県
第１４回レスキューロボットコン
テスト

レスキューロボットコン
テスト実行委員会

8月9日～8月10日
デザイン・クリエイ
ティブセンター神
戸

○レスキューロボットコンテストの開催
・「技術を学び人と語らい災害に強い世の中をつくる」を理念に防災意
識の向上を目指す
・科学技術および防災をテーマにしており、来場者の防災意識向上を
図る

1,224

17 神戸 全県
阪神・淡路大震災２０周年セミ
ナー

(公財)兵庫県老人クラ
ブ連合会

9月16日 兵庫県公館

○セミナーにおいての地域防災の発信
・東日本大震災、阪神淡路大震災の被災地老人クラブの活動発表
・活動発表を受けて防災・減災に関する講演 500

18 神戸 全県
第６回みなと町神戸ツーデー
マーチ（震災モニュメントウォー
ク）

神戸ウオーキング協
会

10月4日～10月5日
みなとの森公園
他

○ウォーキングイベントによる防災啓発
・震災モニュメントをめぐりながらウォーク
・会場での震災写真パネルの展示
・人と防災未来センターの見学
・地震体験車「ゆれるん」で参加者の震度体験

2,165

19 神戸 全県

平成26年度生活学校・生活会
議運動　中部・近畿ブロック研
究集会～震災から学ぶ　とも
に支えあう地域づくり～

あすの兵庫を創る生
活運動協議会

10月29日～30日 チサンホテル神戸

○研究集会においての震災の教訓の発信
・生活学校・生活会議の研究集会（震災20年を踏まえ開催を兵庫県に
誘致）
・阪神淡路大震災の経験と教訓を踏まえ、まちづくりに取り組む団体の
活動事例発表
・震災関連施設の見学

168

20 神戸 全県
第４回KOBEマラソン開催記念
東日本大震災復興支援「感謝
と友情」　チャリティーライブ

(特非）イベントサポー
ト兵庫

11月22日～23日
JR三宮駅前、花
壇広場、神戸空
港ロビー

○神戸マラソンにあわせた東日本支援コンサートの開催
・東日本大震災被災地からのゲストによるコンサート
・県立星陵高校、市立葺合高校のコーラス部、県立舞子高校、市立神
港高校の生徒による東日本活動報告
・県内ｼﾞｬｽﾞﾊﾞﾝﾄﾞの演奏、津軽三味線の演奏

3,600

21 神戸 全県
震災２０年　経験と教訓の継
承・リメンバー神戸プロジェクト
活動

リメンバー神戸プロ
ジェクト

1月10日～31日
北淡震災記念公
園、ジュンク堂書
店三宮ギャラリー

○遺構「神戸の壁による」経験と教訓の継承
・「震災の記憶・神戸の壁保存」活動の歩み、遺構の意義、資料の展示
等
・「神戸の壁ライトアップ」の集い
・「震災の記憶・神戸の壁の歌展」震災の詞の発表、記録写真展等

8,000
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22 神戸 全県
阪神・淡路大震災20周年　灘
区民ホールメモリアルコンサー
ト～震災の教訓を未来へ～

阪神・淡路大震災20
周年　灘区民ホールメ
モリアルコンサート実
行委員会

1月16日 灘区民ホール

○メモリアルコンサートの開催
・マリンバ奏者名倉誠人氏（灘区出身の被災経験者）によるコンサート
・復興の過程に歩んだ自分たちの軌跡に思いを馳せ、次世代へとつな
ぐ
・灘区区民ホール所有の震災を記録した、パネル、資料の展示

256

23 神戸 全県
阪神淡路大震災１．１７は忘れ
ないＫＯＳＭＡ主催
第9回合唱フェスティバル

ＫＯＳＭＡ 1月24日
新長田勤労市民
センター別館　ピ
フレホール

○追悼コンサートの開催
・阪神・淡路大震災の経験を踏まえて、来場者とともに合唱
・ひょうご防災特別推進員による震災に備える講義
・復興のシンボル曲「しあわせ運べるように」を合唱

393

24 神戸 全県
「留学生と創ろう『南海トラフ』を
含む防災マニュアル冊子」製
作プロジェクトの構築

(特非）国際教育文化
交流協会

― 兵庫県民会館

○留学生への防災啓発
・留学生対象の防災マニュアルを作成
・県内留学生、母国へ配布、インターネットによる発信
・関西に住む留学生を対象に「防災必須講座」を開催
・阪神淡路２０年記念事業シンポジウムの開催
　基調講演：神戸学院大学　浅野壽夫教授

58

25 神戸 全県 第５回全国学生防災書道展
(特非）健康まちづくり
推進協会

2月12日～15日
原田の森ギャラ
リー

○全国防災書道展の開催
・兵庫県及び東日本被災地をはじめ全国の小中高校生より7,000点余
の書の応募
・優秀な防災書道作品700点を展示
・展示会場にて入賞者を表彰

8,870

26 神戸 全県 防災ウォークラリー
(特非）　兵庫県レクリ
エーション協会

2月22日他
明石市高丘東
小、神戸市新長
田　等

○防災ウォークラリーの実施
・避難経路や避難所、防災倉庫、備蓄倉庫などをコースとしたウォーク
ラリー実施
・地域の人、家族を対象に居住地の身近なところで防災について学習

58

27 神戸 地域
震災体験記「しん」の発行・配
付

放送大学　東灘友の
会

―
浜御影地域福祉
センター　等

○震災体験記の発行
・体験記「しん」を発行（阪神淡路大震災の年より発行）
・東日本大震災や南海トラフ地震が想定される中、災害への関心を持
ち続け、備えるために役立てる

300

28 神戸 地域
兵庫フレンドシップ交流　地域
の防災戦士を育てる気仙沼市
立階上中学生を兵庫に

チームやさしさをわす
れないで

8月2日～4日
地域人材支援セ
ンター等

○交流による中学生の防災教育
・気仙沼市階上中学校の生徒４名を招き、神戸の中学生たちと交流し
震災を学ぶ
・人と防災未来センターの見学、復興住宅住民等との交流、復興した
商店街等の街歩き

400
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29 神戸 地域
新潟中越地震から10年・阪神
淡路大震災から20年～山古志
と神戸をつなぐ復興の絆～

白川台ふれあいのま
ちづくり協議会

8月8日～9日
神戸市立白川台
中学校、白川台
地域福祉センター

○交流による中学生の防災教育
・山古志中学校の生徒９名を招待し、交流会を実施、復興、今後の災
害について意見交換
・地域福祉センター宿泊により、避難所生活を体験し、当時の被災者、
ボランティアの人たちの思い学ぶ
・人と防災未来センターを見学し、阪神・淡路大震災を学ぶ

380

30 神戸 地域
ファイア・アドベンチャー（小学
生総合防災体験学習）

ファイア・アドベン
チャー実行委員会

10月24日
王子公園サブグラ
ウンド及び動物園
ホール

○総合防災体験学習
・消防署の仕事を寸劇で再現して学習
・地震津波学習、放水訓練、レスキュー体験、煙体験、起震車体験
・全員での合唱「しあわせ運べるように」

1,064

31 神戸 地域
東日本大震災被災地児童招
待プロジェクト～がんばろう
キッズin神戸～

被災地児童招待プロ
ジェクト実行委員会

1月16日～17日
神戸市立真野小
学校、だいち小学
校等

○東日本大震災被災地児童との交流
・仙台市東六郷小学生４名、教員４名を招待し、だいち小学校、真野小
学校児童と交流、防災学習
・希望の灯り、震災祈念集会、震災コンサートに参加

2,000

32 阪南 全県
歓喜のハーモニー第42回チャ
リティコンサート

東方文化芸術団 10月11日
兵庫県芸術文化
センター

○復興コンサートの開催
・阪神淡路大震災時の仮設住宅慰問より始まり19年目となるコンサー
ト
・東北大震災創作曲の上演
・日本赤十字社への募金活動

300

33 阪南 全県
防災・減災カルタ等による地
域・学校における防災学習の
推進

(特非）兵庫県暮らしに
やさしい防災・減災

9月25日他
小・中学校、幼稚
園、高齢者・障害
者施設など

○カルタ等による子どもへの防災学習
・芦屋市を中心とした県内各地において、幼児、高齢者、障害者への
防災教育を実施
・「英語カルタ」を用い外国人への啓発も活用
・阪神・淡路大震災の経験にもとづき防災士による講演会・啓発活動を
実施

745

34 阪南 地域

家具転倒防止器具及び家庭用
火災警報器取り付けの啓発及
び、家具転倒防止器具及び家
庭用火災警報器の取り付け作
業

（公財）尼崎市シル
バー人材センター

8月 尼崎市内全戸

○家具転倒防止器具及び家庭用火災警報器取り付け啓発
・チラシを作成・配布し尼崎市内全戸配布
・市内の家庭に訪問し、器具等の取り付けを普及 尼崎市内全戸

35 阪南 地域

阪神・淡路大震災復興20周年
新春邦楽コンサート（東日本震
災遺児奨学金義援チャリ
ティー）

新春邦楽コンサート実
行委員会

1月24日
芦屋市ルナホー
ル

○追悼コンサートの開催
・芦屋三曲協会が中心となり追悼曲・邦楽曲を演奏
・開会の挨拶で事業趣旨を説明、１．１７宣言、防災・減災活動、フェ
ニックス共済のＰＲチラシを配布
東日本震災遺児奨学金義援の募金活動

590



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

36 阪南 全県

第２０回兵庫県南部地震(阪
神・淡路大震災)犠牲者追悼の
つどい　あなたの思いを灯して
ください～失った命の数をﾛｳｿ
ｸの灯火に込めて～

ボランティア団体
ユー・アイ・アソシエー
ション

1月16日～17日
昆陽池公園南広
場

○追悼行事
・ローソクによる追悼事業
・震災翌年から伊丹昆陽池公園にて開催
・防災意識の発信し、自然災害に対する備えを啓発
・テレビ、新聞等により追悼の思いを全国に発信

5,700

37 阪南 地域

阪神淡路大震災から20年　伝
えよう「教訓と防災の備え」そし
て地域の絆を高めるまちづくり
（大和夢ナリエ）

大和の夢かなえたい
実行委員会

12月20日～1月17日

平木谷池公園南
側及び能勢電鉄
畦野駅前ロータ
リー

○地域での防災啓発イベントと防災訓練、学習
・震災記録・写真・ポスター等防災情報コーナー、家具転倒防止、身を
守る方法等のボード設置
・小学校区を対象とした防災訓練、ウォークラリーによる避難経路の確
認
・炊き出し、ライトアップ、地域との交流会

17,000

38 東播磨 地域
福島県立磐城農業高校生との
交流

兵庫県立明石西高等
学校ボランティア同好
会

8月17日～19日
明石市立西部市
民会館等

○高校生の震災を学ぶ交流
・福島県立磐城農業高校生を招待
・県内各地のインターアクトクラブの高校生等と交流し、被災体験、被
災地の状況、復興について考える
・阪神淡路大震災を学ぶため北淡震災記念公園を訪れる
・全壊した幼稚園を建て直した高齢者施設オリンピアでの復興の姿を
見学し、ボランティアのあり方を学び、福島の復興の姿を考える

222

39 北播磨 全県
2014　三木さんさんまつり＆防
災意識の向上と東日本震災復
興支援

三木さんさんまつり実
行委員会

10月5日 三木市緑が丘町

○まつりでの防災啓発
・舞子高校生のステージでの防災活動、東日本でのボランティア活動
報告
・消火器による消火訓練
・消防隊員によるAED心肺蘇生訓練
・消防車の展示、消防防災服での写真撮影

17,000

40 淡路 地域
台風23号災害10年継承事業
防災・減災まちづくりシンポジ
ウム2014

台風23号災害10年継
承事業実行委員会

10月20日
洲本市文化体育
館

○防災・減災まちづくりシンポジウム
・基調講演「将来に向けた水害対策の方向性について」
・パネルディスカッション「防災・減災のまちづくりをめざして」
・災害パネル展示

450

41 淡路 地域 福良地区防災フェスタ
福良地区防災フェスタ
実行委員会

9月28日
福良港津波防災
ステーション

○防災フェスタの開催
・防災講演
・防災グッズの展示、津波に関する防災クイズ
・フェニックス共済制度の啓発
・津波からの避難路等を確認する街あるき
・非常食の試食、炊き出し訓練の実施

500

42 淡路 地域 「防災減災の日」啓発活動
洲本市建設業協同組
合

3月27日他
洲本市文化体育
館

○地域での防災啓発
・講習会開催し、防災に関する啓発活動を行う
・「防災・減災の日」の１週間、洲本市各地に横断幕、のぼりを設置し防
災・減災のＰＲ活動を実施

43



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

43 淡路 地域
震災20年記念「防災意識高揚
のつどい」

ウエストコーストぐん
げ商店街協同組合

1月17日
復興拠点ゾーンコ
ミュニティ住宅前
広場

○商店街による追悼、防災訓練、啓発
・緊急避難訓練と自分を守る防災遊びの実施
・自家発電を活用しての炊き出し体験
・鎮魂灯としての花キャンドル、竹筒灯籠を設置し黙祷する
・鎮魂のハンドベル、消防隊ラッパ演奏、和太鼓演奏

200

44 神戸 全県

兵庫ニューメディア推進協議会
30周年記念講演会「災害時に
おけるメディアの役割～情報
の空白を埋める～」

兵庫ニューメディア推
進協議会 11月17日

ＡＮＡクラウンプラ
ザホテル神戸

○災害時のメディアの役割についての講演会
・阪神・淡路大震災からの現状や課題、頻発する災害、東南海地震へ
の対応策をパネルディスカッション 200

45 神戸 全県
心の手を繋ごう　東北の子ども
達・神戸の子ども達　命の一本
桜プロジェクト

アトリエ太陽の子 11月26日～12月1日 兵庫県民会館等

○震災20年として防災・絵画造形展覧会の実施
・東北と神戸の子ども達交流作品展
・会場内でのワークショップ・共同制作「よみがえる神戸の町」を実施
・被災地支援活動報告会と防災討論会の実施
・阪神淡路から20年目「1.17のつどい交流会」の実施

3,156

46 神戸 全県
「阪神から東日本へ」ユースセ
ミナー

被災地学生交流事業
会 1月18日他

こうべまちづくり会
館

○阪神間の大学生や若い世代が「まちづくり」「震災復興」について,体
験しながら能動的に学習するセミナー
・大槌町の高校生を招き、神戸の震災復興についてディスカッション
し、神戸の街を共にあるく
・セミナー参加者の震災まちづくり等の報告発表会とトークセッション

900

47 神戸 全県
1.17から3.11へ、防災のこころ
を伝える絵手紙展

（特非）ニィティ 1月6日～2月1日他
人と防災未来セン
ター他

○防災のこころを伝える（防災講話を交えた）絵手紙ワークショップを各
地で開催し、その絵手紙を人と防災未来センターに展示し、震災の記
憶、防災の心を語り継ぐ
○東北の階上小学校、女川中学校等と防災の心を描いた絵手紙を通
じ、交流
○神戸マラソンブースにおいて、水木小学校6年生が描いた絵手紙を
展示し、温かい気持ちや震災の教訓を世界に発信

27,000

48 神戸 全県
助かる命だ!！みんなで救おう
緊急時の救命、減災は日頃の
訓練と地域の絆で

神戸市心肺蘇生法を
広める会

11月16日他
地域福祉セン
ター、学校等

○市民救命士養成講習
・AEDの使用説明会
・上記修了者に技能の維持向上のため再講習を実施 302

49 神戸 全県
第５回防災市民サミット＆防災
救命講習

（特非）ユニバーサル・
スポーツ振興協会

11月2日他

うみのほし大久
保、神戸市勤労
会館、グリーンア
リーナ神戸

○第５回防災市民サミット
　・東日本大震災復興支援活動に関わる講演会開催
○市民救命士講習会
　・健康運動指導者、高齢者、障害者を対象とする救急救命士の講習
の実施

200



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

50 神戸 全県
防災シンポジウム＆復興支援
ウォーキング

（特非）うぇるねす・コ
ア21

11月1日他
神戸海星女子学
院大学

○シンポジウム
・基調講演「歩くことから見える防災
・阪神淡路大震災を経験し、その後継続し被災地での支援活動を展開
している地元民間団体の発表
○シンポジウム連動特別企画とし震災20周年ウォークを実施

150

51 神戸 全県
第6回川西市民フォーラム、神
戸市民フォーラムの開催

(特非）『人・家・街　安
全支援機構』

11月1日他

みつなかホール
（川西市）、サンパ
ル(神戸市）

○住宅耐震化フォーラムを実施
・「失敗しない耐震・リフォームのコツ」
・「木造住宅の耐震リフォームのコツ」
・木造住宅の耐震化・家具固定の必要性を説明

204

52 神戸 全県
災害時医療支援船Carry Ship
検証航海計画訓練

(特非）兵庫県腎友会 11月16日
阪神港神戸区、
阪神港大阪区南
港

○災害時医療支援船の検証
・災害時医療支援船活動について、検証航海、訓練の実施
・講義、船内見学
・医療支援物資船内搬入訓練
・航海訓練（難病患者・透析患者・医療物資搬送訓練）

51

53 神戸 全県
南海トラフ巨大地震に備えよ
う！防災啓発運動

(公財）日本公衆電話
会兵庫支部

11月8日他
神戸市内小学
校、姫路城、鉄人
広場、ＨＡＴ神戸

○小学校での安全講話の実施
・地震時の安全確保、安否の確認の方法、ハザードマップを用いての
地震発生時の備えの重要性を伝える
○キャンペーンの実施
・「減災活動の日」に賛同した防災キャンペーンを実施
○地域防災訓練等での啓発活動

9,570

54 神戸 全県
県民防災セミナー「南海トラフ
の巨大地震に備える」

（一社）日本損害保険
協会

2月11日
兵庫県私学会館
大ホール

○南海トラフ巨大地震に備えるセミナー
・「南海トラフ巨大地震と神戸」
・「復興に向けて～公助・共助・自助（地震保険）の果たす役割～」 148

55 神戸 全県
阪神・淡路大震災20年検証事
業

兵庫県震災復興研究
センター

―
神戸市立新長田
勤労市民センター

○阪神・淡路大震災のこれまでの調査・研究活動、検証作業の成果を
踏まえ、「検証　阪神・淡路大震災20年」をまとめ、今後の震災復興制
度確立に向けた教訓の継承と情報発信を行う
・報告書を国内外のメディア、政府や国会、研究機関、NGO,NPOに配
布

650

56 神戸 全県
民団防災対策委員会「阪神・
淡路震災20年記念事業」

韓国民団兵庫県地方
本部防災対策委員会

11月1日他
兵庫韓国文化教
育院　等

○阪神・淡路大震災20年の式典
・東日本大震災被災地との交流
○韓国民団防災の日事業として、避難訓練、心肺蘇生講習、炊き出
し、地域の子どもとの防災体験企画
○防災体制強化事業とし、緊急時連絡体系訓練、講習等

1,000



参加人数実施場所 主な実施内容開催日
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57 神戸 全県
１．１７は忘れない・ふれあい
フェスティバル

ふれあいフェスティバ
ル実行委員会 11月23日

若松公園(鉄人28
号モニュメント広
場）

○鉄人28号モニュメント広場で防災啓発ブース、ステージを設置
・阪神淡路大震災の写真展を実施
・備蓄用食糧の試食実施
・住宅耐震化のPR
・とん汁の炊き出しの実施
・フェニックス共済のPR
・東日本被災地との交流（岩手県大槌町被災者からの体験談等講和、
ステージでの演奏、物産展）

10,000

58 神戸 全県
「1.17希望の灯り」を用いたラン
プワークデモンストレーション

ジャパンランプワーク
ソサエティ

11月21日～23日他

①デザイン・クリエ
イティブセンター
神戸②ＫＯＢＥと
んぼ玉ミュージア
ム

○Bead Art Show-KOBE2014において、ランプワークデモンストレー
ション
○震災20年当日前後2日実施のデモ・体験工房
・希望音灯りを用いた制作実演を通じて鎮魂と再生の思いを発信

3,150

59 神戸 全県 食から震災20年
（特非）フィールドキッ
チン

2月28日他 頌栄幼稚園　他

○セミナー、イベント
・参加した学生が自らの「食」を工夫し、農地を守り、そこから防災・減
災につながることを理解
・避難所で出来る料理の調理
・震災時の避難所運営者より震災体験を聞き、その記憶や体験を後世
に伝える

63

60 神戸 全県
阪神・淡路大震災復興まちづく
り20年の集い

阪神・淡路大震災復
興まちづくり20年の集
い実行委員会

12月19日 兵庫県民会館

○阪神淡路大震災20年目を節目に住まいやまちの復旧・復興に第一
線で取り組んだ行政関係者等があつまり、取り組みを振り返り今後の
災害の備えについて語る
・応急仮設住宅から学んだこと
・ひょうご住宅復興3カ年計画策定の経緯
・社会情勢の変化に対応した震災復興市街地開発事業の実施
・被災マンションの再建支援の課題

85

61 神戸 全県
被災記憶継承と防災のための
セミナー開催＋位置情報型
Webサイト構築事業

被災記憶継承と防災
のための事業実行委
員会

12月14日 神戸国際会議場

○防災セミナー
・講演とパネルディスカッションにより、阪神・淡路大震災の検証をはじ
め、水害等にもふれ、避難行動のほか災害から命をまもる防災知識を
向上
○位置情報型Webサイトの構築
・被災当時の映像をはじめ、各種情報を地図にのせる

100

62 神戸 全県 社会貢献学会第５回大会
社会貢献学会第５回
大会実行委員会 12月7日

神戸学院大学
ポートアイランド
キャンパス

○社会貢献学会「阪神淡路大震災ボランティア元年から20年」をテー
マとした研究発表
・全国のボランティアグループ代表によるフォーラム
・ボランティアの活動の活動の発展・普及を中心に、防災・社会貢献の
成果を発信、関係者・市民の交流

1,550
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平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

63 神戸 全県
神戸、気仙沼、レイテ島を結ぶ
シンポジウム－在住外国人か
ら学ぶ被災者支援と防災－

Workmate
12月7日

海外移住と文化
の交流センター

○在住外国人のためのシンポジウム
・阪神淡路大震災や東日本で被災した女性の被災体験、被災者支援
体験談
・日本に住む外国人や家族が集い防災情報を学ぶ
・コンサート、交流会

103

64 神戸 全県 キッズ防災検定 （特非）検定協議会 3月9日他
兵庫県下の小学
校、ウェブサイト

○子ども向け防災啓発
・阪神・淡路大震災の経験と教訓を活かし、日々の生活の中で、防災
に対する意識を楽しみながら高める検定を実施
・県下の小学校に参加者を募り、子ども向けの防災検定を試験方式で
行い、合格者には認定証を発行

15,000

65 神戸 全県
HAT　神戸連携防災イベント
「イザ！美かえる大キャラバ
ン！2015」

HAT　神戸連携防災イ
ベント
「イザ！美かえる大
キャラバン！」実行委
員会

1月25日

JICA関西
阪神・淡路大震災
記念　人と防災未
来センター

○子ども向け防災啓発イベント
・HAT神戸エリア関係機関が連携し、楽しみながら防災が学べる防災
教育アートプログラム「イザ！カエルキャラバン！」を核として、効果的
なイベントを開催
・消防部門を中心とする行政の各機関や防災教育に取り組む学校機
関、NPOをはじめとする市民団体などと連携し、国内最大規模の防災
教育をテーマとしたイベントを実施

1,200

66 神戸 全県

阪神･淡路大震災20年　「国際
シンポジウム」
～心のケアの普遍化をはかる
ために～

兵庫県教職員組合 1月18日
ラッセホール
2階ローズサルー
ン

○大災害に備えて「心のケア」国際シンポジウムの開催
・「学校における組織的な防災・復興・危機管理対策について」
・「二次的外傷ストレス（STS）について」
・「心のケアの普遍化をはかるために」をテーマとしたパネルディスカッ
ション

194

67 神戸 全県
第15回比較防災学ワークショッ
プ～みんなで防災の知恵を共
有しよう～

比較防災学ワーク
ショップ実行委員会

1月22日～23日 神戸国際会議場

○比較防災ワークショップ
・テーマ「国難と都市災害：来たるべき国難にどのように備えるべきか
Ⅲ」
・講演「何が明らかになったか」南海トラフ地震の減災をめざした２つの
プロジェクトの理念・達成目標の紹介とこれまでの研究成果の紹介
・発表「研究の最前線をさぐる」サブプロジェクトの代表者が研究の最
前線についてプレゼンテーション

179

68 神戸 全県
ひょうご「減災」のつどいと第6
回防災士シンポジウムin
HYOGO

(特非）兵庫県防災士
会

1月31日 兵庫県公館

○自主防災組織のネットワークづくりのためのフォーラムと自主防災組
織や防災専門家の連携を強化するためのシンポジウムを開催
・基調講「専門家と市民との減災コミュニケーション」
・自主防災組織と地域の防災専門家との連携についてパネルディス
カッション

350

69 神戸 全県
兵庫県理容組合防災シンポジ
ウム

兵庫県理容生活衛生
同業組合

1月19日
ホテル北野プラザ
六甲荘

○阪神・淡路大震災では、多数の組合員が被災し、甚大な被害があっ
た。その経験を踏まえ、災害時の迅速な防災対策の研修会を開催
・ひょうご防災特別推進員による講習
・住宅の耐震化、室内安全対策、地域における備蓄について学ぶ 100



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

70 神戸 全県

語り継ぐ震災の追悼から学ぶ
安全と防災の発信
～日本最長のまちづくりの町
「真野地区」が全国に発信する
安全と防災の道標～

真野地区まちづくり推
進会 1月16日～17日

真野小学校、真
野地域福祉セン
ター　他

○点灯、黙祷等の追悼行事につづいて、津波避難防災訓練を実施
○震災２０年シンポジウムの開催
・災害研究等の専門家によるトークセッション
○震災２０年記念誌作成、配付
・次世代へつなげるため記念誌を作成 2,000

71 神戸 全県
阪神淡路大震災から20年　東
日本大震災から4年みんなで
つくるこれからの地域とくらし

生活協同組合コープ
こうべ

1月16日～17日
神戸国際会議
場、東遊園地

○阪神・淡路大震災20年のつどい
・「震災経験継承プロジェクト」の発表や鼎談
・「これからの被災地復興支援」「地域づくりへの関与」をテーマとした分
科会
・震災経験者から次世代に経験を継承する動画を上映
○震災モニュメントウォーク語り部養成講座、1.17当日のウォーク開催
・先駆けて、震災語り部養成研修を実施

426

72 神戸 全県
KOBE 20th FESTIVAL "NEXT
SATAGE"1995～2015「防災の
心を伝えるエンターテイメント」

神戸の劇団vintage 1月22日～23日 神戸・上屋劇場

○第一部「震災の教訓、そして防災と未来」とテーマとしたトークショー
・震災を体験した主催者や三宮、元町に設置の「津波避難情報板」の
制作者等との防災対策等のトーク
○第二部阪神淡路大震災の年に生まれた若者のエンターテイメントス
テージ
・「防災」の必要性とノウハウを織り込んだオリジナルストーリーの劇を
上演

153

73 神戸 全県
1.17-3.11来るべき災害に備え
る連携力-士業の社会的役割
を考える-

阪神・淡路まちづくり
支援機構

1月31日
兵庫県弁護士会
館　等

○災害と士業の役割を考えるシンポジウム
・全体会
・「支援機構の歩みと、連携の意義・課題」についての鼎談
・東日本大震災被災地域の士業連絡会員や行政関係者を招いてのパ
ネルディスカッション
・分科会
　災害関連法、災害時の登記・税務・労務・行政手続等、復興まちづく
り、防災・減災・耐震、原発に関して震災２０年間における活動・成果の
報告

451

74 神戸 全県
ラジオで発信ひょうご安全の日
のつどい

震災教訓発信ラジオ
実行委員会

1月17日 ＨＡＴ神戸　等

○１．１７のつどいのラジオの発信
・メモリアルウォーク子どもコースの生中継を実施
・ラジオパーソナリティが、震災当時を振り返りながら、リスナーと防災
について考えた
・安全の日のつどい会場限定ミニＦＭ放送を開局。来場者(避難者等)
へのインタビューや出展ブースの紹介を中継、ラジオ関西の番組とつ
なぎ、広く近畿エリアに発信
・ＨＡＴ会場にて、子ども向けにラジオＱＱ体操を実施

6,600



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

75 神戸 全県
阪神・淡路大震災20年　東日
本大震災5年  メモリアル「一行
詩」と「絵画」「書・華道」展“生”

日本機関紙協会兵庫
県本部

1月10日～12日 兵庫県民会館

○詩、絵画、書、華道のメモリアル展示
・被災者と一般市民から募集した「一行詩」（テーマは生）と、絵画・書・
華道を展示
・震災の風化を防ぐため、阪神・淡路大震災時の被害状況を示す写真
パネルを展示

482

76 神戸 全県
1000人の歌声を響かせる1.17
震災祈念コンサート

阪神淡路大震災メモリ
アルコンサート実行委
員会

1月17日
兵庫県立文化体
育館

○観客とともに歌い、震災を祈念するとともに、東日本復興の思いを込
めて歌うコンサートを開催
・南三陸町へ結びメッセージを届ける
・かつての被災地神戸から東日本へ復興を祈念する気持ちを伝える

1,900

77 神戸 全県
震災20年　命の鼓動　輝ける
未来へ　第78回こどものため
のコンサート

（特非）IMMC 1月17日～18日 北野公房のまち

○震災20年こどものためのコンサート
・東日本の被災地等等へ希望をあたえる「はるかひまわり絆プロジェク
ト」のパネル展示
・阪神淡路大震災写真展示
・追悼・支え合う大切さをおしえるコンサート

523

78 神戸 全県

レクイエム・プロジェクト神戸
2015～あれから20年、追悼と
希望、そして平和への思いも
新たに～

レクイエム・プロジェク
ト実行委員会

1月16日～17日
神戸新聞松方
ホール

○公募による被災者の方々を中心とする合唱団による追悼コンサート
・震災20年として今回は東日本大震災被災地でのプロジェクト参加者も
加わり、被災地同士の交流を行う
・レクイエム～あの日を、あなたを忘れない～、創作能舞「月光」、神戸
ルミナリエのオリジナル音楽による追悼の音楽演奏等
・ロビーでは被災者のメッセージや、合唱団員が撮影した震災当時の
写真のパネル展示

1,355

79 神戸 全県
～阪神・淡路大震災２０年～震
災の体験・教訓・学びを次世代
に伝えるつどい事業

震災の体験・教訓・学
びを次世代に伝える
つどい実行委員会

1月10日
神戸市勤労会館
大ホール

○パネルディスカッション「震災20年KOBEからのメッセージ：ボランティ
アの果たす役割」
○朗読でつづる震災手記　震災20年のつどい
・フロアにおいて、団体の活動パネル、阪神淡路大震災の被害状況の
写真展示等

300

80 神戸 全県
県民フォーラム　南海トラフ地
震に備えて－福祉避難所船
「構想から実現へ」－

兵庫県民の医療と福
祉を守る会 1月15日 兵庫県医師会館

○災害医療フォーラム
・メインテーマ：「南海トラフ地震に備えて－福祉避難所船「構想から実
現へ」－
・第１部：阪神・淡路大震災から
・第2部：東日本大震災から
・第3部：福祉避難所船の構想から実現へのプロセス

426



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

81 神戸 全県

震災２０周年　鎮魂と再生の
メッセージ　森村誠一・池辺晋
一郎を迎えて『わが街よ永遠に
コンサート』

神戸市役所センター
合唱団

1月11日
神戸新聞松方
ホール

○震災で亡くなられた人々の鎮魂と、今を生きている者の再生への想
いを重ねながら「幸せはこべるように」の全員合唱
○とんだばやし混声合唱団との合同合唱による阪神・淡路大震災鎮魂
組曲『1995年１月１７日』
○日本のうたごえ合唱団、の演奏

663

82 神戸 全県
阪神・淡路大震災から２０年
追悼と希望によせる祈りのコン
サート

神戸中央合唱団 1月18日他
神戸新聞松方
ホール

○阪神淡路大震災で犠牲になられた方を追悼し、また復興の持っての
願いを合唱曲に記した２曲を演奏
・混声合唱のためのレクイエム、ハビエル・ブスト-亡き人に捧げるレク
イエム-（震災10年、15年と5年ごとに演奏）
・阪神・淡路大震災犠牲者追悼のために作曲された　Missa pro
defunctis 亡き人に捧げるミサ

400

83 神戸 全県
阪神・淡路大震災20年シンポ
ジウム　地震被害の軽減に向
けた研究者たちのメッセージ

（公社）日本地震学会 1月24日
兵庫県私学会館
大ホール

○阪神・淡路大震災20年日本地震学会のシンポジウム
・第一部　地震・活断層・強震動に関連し兵庫県南部地震のメカニズム
を含めわかりやすく説明
・第二部　阪神・淡路大震災をもたらしたさまざまな要因検討と、それに
よる減災・防災対策
・パネルディスカッション
地震被害の軽減に向けた地震関連研究の到達点と研究者のロード
マップ、これからの地震対策への提言、今後を語りあう

132

84 神戸 全県
大災害と外国人の人権－阪神
淡路大震災と東日本大震災の
経験から学ぶ－

NGO神戸外国人救援
ネット

1月10日
神戸学生青年セ
ンター

○阪神淡路大震災、東日本大震災の中で明らかになった外国人問題
とそこから見える日本社会における外国人問題についての講演
○講演録および阪神淡路大震災後の外国人救援ネットの活動をまと
めた記録集の発行 343

85 神戸 全県
南京町　あの震災を忘れない
～炊き出し・写真展・シンポジ
ウム～

南京町商店街振興組
合

1月31日
神戸南京広場・凮
月堂ホール

○震災当時に暖かい食べ物を供するために行った炊き出しを再現
○震災後の南京町の様子や炊き出しの様子、商店街組合の動きの一
覧を展示
○横浜、長崎の中華街より震災当時に多大なる支援を受けたことを含
め、災害時の動き、絆の大切さ、復興への道のり、今後の備えなどに
ついて代表者によるシンポジウムを開催

700

86 神戸 全県
地域寄り添い型復興まちづくり
から、見えてきたことを発信・共
有

（特非）まち・コミュニ
ケーション

1月17日他 神戸市長田区

○阪神・淡路大震災の復興の過程で積み上げた経験と教訓を発信
・阪神・淡路大震災復興まちづくり発信共有勉強会
・東日本大震災被災地の勉強・交流
・震災以後の国内外の災害の教訓を共有・発信する勉強会
・住宅再建調査・報告会・講演会の結果を情報誌、web、メールにて発
信

905



参加人数実施場所 主な実施内容開催日
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No 県民局
事業
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87 神戸 全県
阪神・淡路大震災20年誌作成
と完成記念講演会

兵庫県書店商業組合 2月15日
神戸市産業振興
センター

○阪神淡路大震災から20年、復旧・復興の記憶も色あせつつあるな
か、阪神淡路大震災以降の２０年誌を作成し、防災マニュアルとして活
用
・当時支援していただいた全国の書店商業組合、東日本大震災被災書
店に送付
○講演会の開催：阪神淡路大震災を題材にした「跳ぶ少女」著者によ
る講演会

118

88 神戸 全県
ひょうご安全の日「子ども防災
ひろば」防災腹話術及び防災
楽習迷路の公開

防災腹話術研究会 1月17日他
JICA関西　他

○防災腹話術の公開、講演会
防災腹話術の手法、練習法の教本を作成し、参加者に配布、新しい防
災教育を実演広報
○防災楽習迷路
・防災楽習迷路を現地で組み立て、体験型の楽しい防災教室を実演公
開

500

89 神戸 全県
シンサイミライノハナ
PROJECT2015～被災地につ
いて考える～

（特非）Co.to.hana 1月17日他 HAT神戸　他

○震災を考えるトーク＆ワークショップの開催
被災地が何を必要としているかのトークセッション
○１．１７にシンサイミライノハナ（花びらの形をしたメッセージカード）に
想いをこめ震災の教訓、復興の想いを発信、次世代に継承する 20,000

90 神戸 全県
阪神・淡路大震災２０年メモリ
アル集会

阪神・淡路大震災救
援・復興兵庫県民会
議

1月17日
神戸市勤労会館
大ホール等

○第一部
・記念公演　雲仙から阪神・中越そして東日本へ-被害者支援の到達と
課題
・東日本大震災被災者の報告
○第二部
・写真でつづる復興県民会議の20年
・阪神・淡路大震災被災者報告
・20年メモリアル合唱団による阪神、東日本に関連した曲や「花は咲く」
を合唱

500

91 神戸 全県
声から声へ　境界線の共有－
復興支援住宅での共鳴－

art contacts
3月21日～3月31日

神戸市立海外移
住と文化の交流
センター

○写真と映像の展覧会
・震災後の復興公営住宅に住む被災者の記録をNPO団体の活動写真
家の写真と映像とともに展示
・阪神・淡路大震災２０年・語り継ぐこと　リレートークの実施

550

92 神戸 全県
希望が花咲く日　２０年目の想
いをあなたと共に

希望が花咲く日実行
委員会 1月11日

人と防災未来セン
ター

○震災の追悼と復興への思いを受け継ぐクラシックコンサート
・阪神・淡路大震災の年に生まれたアーチスト等をゲスト
・協賛企業の協力を得て、実践的な啓発に繋がる情報発信 284



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

93 神戸 全県
第１０回竸基弘賞授賞式及び
記念講演会

（特非）国際レス
キューシステム研究機
構

1月23日 神戸国際会議場

○レスキューロボット表彰式と記念講演会
・阪神･淡路大震災で亡くなった神戸大大学院生にちなんで設立された
「競基弘賞」の授与式及び記念講演会
・大震災が端緒となったレスキューロボットの最先端の研究内容や取
組みの成果を発表

90

94 神戸 全県
神戸・三宮”祈り”そして明日へ
（三宮センター街１・１７追悼
式）

三宮センター街PR委
員会

1月17日
神戸・三宮セン
ター街　アートスク
エアー

○大きな被害をうけた三宮センター街での追悼式典
・買い物に来られた来街者の方にも献花をお願いした
・20年を経て復興した姿を見せるとともに、震災の風化を防ぐ 400

95 神戸 全県
スペイン語圏住民のための防
災ハンドブック作成・ハンドブッ
クを利用したセミナー開催

ひょうごラテンコミュニ
ティ

2月15日他

たかとりコミュニ
ティセンター
明石教会
尼崎教会

○防災情報冊子の発行、配布
・これまでHP,情報誌を通じて発信してきた防災情報を冊子にまとめ、
スペイン語圏出身住民に配布
・冊子には東日本大震災のスペイン語圏出身被災者の体験談や災害
用語、ハザードマップの説明、災害への備えを掲載
○冊子を使用したセミナーを実施

70

96 神戸 全県
阪神淡路大震災20年チャリ
ティー歌謡ショー　神戸から東
日本にエールを

阪神・淡路大震災20
年　神戸から東日本
へ実行委員会 2月8日

神戸市立垂水勤
労市民センターレ
バンテホール

○震災２０年コンサート
・大震災の経験を忘れることなく、震災や復興から得た教訓を発信
・地域の小、中、高校生とともに合唱

840

97 神戸 全県

阪神・淡路大震災20年災害と
障害者支援　障害者の経験と
教訓を伝え　新たな災害に備
える！

（特非）兵庫障害者セ
ンター

2月1日
神戸市勤労会館
大ホール

○基調講演「災害時、障害者に立ちはだかる社会的障壁」
○実績報告「ノーマライゼーションということばのいらないまちづくり」
○障害者・家族に対する防災意識アンケート、自治体要援護者支援体
制アンケートに関する調査報告 233

98 神戸 全県
第６回防災・社会貢献ディベー
ト大会

防災・社会貢献ディ
ベート大会実行委員
会

2月21日
神戸学院大学
ポートアイランド
キャンパス

○「高校」「大学・一般の部」に分かれて防災・社会貢献に関する議題
について討論
・論題：「わが国は『防災』を義務教育の教科にすべきである
・特別講演会「阪神・淡路大震災から20年」
○「阪神・淡路大震災から20年、その歩み」をテーマにパネル展を同時
開催

2,000

99 神戸 全県
阪神淡路大震災20周年公演
ゆうきじゅん語り部コンサート

おもちゃ箱カンパニー
2月21日

新神戸オリエンタ
ル劇場

○ミュージカル「11匹の猫☆20年後の同窓会！」とし阪神淡路大震災
でノラ猫になった猫を通して、震災からの5年、10年、20年を上演
・家族・仲間・助け合う心をテーマに、一緒に歌う楽しさを感じるなか
で、今後も起こりうる災害への防災意識啓発
・ロビーにて東日本大震災被災地の写真を展示

400



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

100 神戸 全県
兵庫県外国人学校協議会結
成20周年記念事業～震災経
験の継承と経験交流～

兵庫県外国人学校協
議会

2月7日 神戸文化ホール

○外国人学校生徒のための防災講演会・交流会
・外国人学校生徒による交流事業
○記念誌の発行
・震災時の各学校の取り組みの記録を掲載 1,100

101 神戸 全県
KOBEフラワーテント2015～あ
の時を忘れない～

アニソンで神戸を元気
にする会 2月11日～15日 東遊園地

○東遊園地での被災者交流イベント
・しあわせ運べるようにステージ
・寸劇による、はばタン、わるタンの防災安全ステージ
・アニソンで元気を発信するステージ
・1.17～3.11今を生きる勇気の連鎖！ネットワークとし被災者支援団体
の交流ステージ
・ありがとうの気持ち(炊き出し）ブース

4,800

102 神戸 全県

震災20年周メモリアル－鎮魂
と希望の太鼓－太鼓衆団輪田
鼓酒蔵公演ふることぶみ上巻
「天孫降臨」～和太鼓としの
笛、民舞でつづる国生みもの
がたり～

太鼓衆団輪田鼓 2月22日
神戸酒心館ホー
ル

○震災20年を祈念し、和太鼓や民舞などの伝統芸で神戸の復興と「古
事記」の神話・伝説をテーマにした街の防災意識をアピールし、犠牲と
なられた方々の鎮魂と、生き残った者の元気の源となる心の再生を願
い公演を開催
・平成８年より「鎮魂と希望の太鼓」と題して、演奏活動を継続 197

103 神戸 全県
震災20年、日本を笑いで考え
よう！松元ヒロスタンダップコメ
ディソロライブ＆うたう会

神戸笑いっ子センター 2月8日
神戸アートビレッ
ジセンターKAVC
ホール

○被災者を元気づけるライブ
・震災から立ち上がる人間のエネルギーを太鼓の音に託した和太鼓
ショー
・神戸の復興と元気をアピールし、今を生きる被災者の再生を願う「笑
い」を目的としたライブ
・「しあわせ運べるように」「花はさく」など、みんなでうたう会

143

104 神戸 全県
災害時に難病患者を地域で支
える

兵庫県難病団体連絡
協議会

3月1日 神戸市勤労会館

○難病患者の災害への意識を喚起するためフォーラムの開催
・「神戸市における災害時要援護者への支援にかんする条例」施行と
地域における取り組み状況の事例発表
・災害時対応と支援策
・難病患者の実態
・在宅医療と備え

87

105 神戸 全県
KSC男声合唱団第５回演奏会
（阪神淡路大震災から復興２０
年・創立１５周年）

KSC男声合唱団
3月13日

神戸文化ホール・
大ホール

○鎮魂、復興を願う演奏会
・「愛」「絆」「鎮魂」の思いを込めた曲を合唱
・「しあわせ運べるように」を来場者とともに歌う
・防災キャンペーンチラシ等の配布による啓発を実施 1,680



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

106 神戸 全県
PRAY FROM KOBE 3.11～復
興支援コンサート2015～

兵庫県合唱連盟 3月8日他
元町界隈、神戸
文化ホール大
ホール

○神戸・兵庫の思いを風化させず、神戸から東日本大震災の犠牲者
の追悼と激励のエールを発信するコンサートを開催
・団体ごとの街頭演奏
○部門ごとの合同合唱（小、中、高校生、女声、一般）
・仙台の合唱団を招いての合唱

2,700

107 神戸 全県
第29回日本医学会総会2015
関西への災害・救急医療展示

ＪＭＡＴ兵庫
3月28日～31日

神戸ポートアイラ
ンド市民広場

○災害が発生した際に、急性期から慢性期において医療救護活動を
行う「ＪＭＡＴ兵庫」について、活動内容等のパネルやパンフレットを作
成し、広く県民に紹介
○日本医学会総会2015関西において、災害・救急医療展示を行う

8,000

108 神戸 全県
震災を忘れない！（減災啓発
と追悼コンサート）

音楽と兵庫の食を楽
しむ夕べ実行委員会

3月28日他
兵庫楽農生活セ
ンター

○来場者向けの防災啓発活動
・みんなで逃げよう減災防災運動の推進
・家庭における備蓄の推進
○神戸と東日本ゆかりのアーチストによる鎮魂・追悼のコンサート

2,133

109 神戸 全県
東日本大震災復興支援　第8
回ジュニアブラス・チャリティコ
ンサート

（公社）日本吹奏楽指
導者協会関西支部

3月15日
ＪＲ三宮地下・阪
神電車三宮駅西
口前広場

○東北支援チャリティコンサート
・音楽を通じて東日本大震災支援
・出演：全日本コンテスト出場校、西宮高等学校吹奏楽部、津軽三味線
大槻祐希未さん
・出演者全員による合同合唱「しあわせ運べるように」

1,030

110 神戸 全県
1.17を忘れない　アスタス
ティールパンコンサート2014

アスタ新長田スティー
ルパン振興会

3月15日
新長田ピフレホー
ル

○追悼、東日本支援のコンサート
・復興事業の一環として誕生した地元新長田市民スティールオーケスト
ラによる演奏
・東日本被災地で行った演奏活動の報告
・交流のある宮城県の被災者の方々へメッセージを発信

320

111 神戸 地域

未来に託す地域の子どもたち
へ伝える大人の防災教育の大
切さ（大原・桂木地区防災訓練
実施）

（特非）大原・桂木OK
サポート

1月18日他 大原山公園

○追悼行事と避難訓練の実施
・「希望の灯り」を点火源とした、地域のとんど祭りを通して、地域の安
全と減災を祈願
・とんどの後に、消火訓練、紙食器づくり、炊き出し訓練を実施
・防災訓練・要援護者避難訓練

400

112 神戸 地域
看護フェア「防災・/減災を考え
よう」

（公社）兵庫県看護協
会

11月9日
兵庫県看護協会
会館

○減災・防災についての特別講演
　テーマ「地域で取り組む防災活動－武蔵野地域の取り組みから－」
○災害に関するパネル、グッズの展示
○医療関係者による災害時の対応についての話

328



参加人数実施場所 主な実施内容開催日
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No 県民局
事業
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事業名 実施団体名

113 神戸 地域
「阪神から東北へ」～防災とボ
ランティアを考える

（特非）社会還元セン
ター　グループわ

1月16日他
神戸市シルバー
カレッジ

○「阪神から東北へ」をテーマとしシンポジウムを開催
・宮城県女川町長を招き復興の現状と支援のあり方についてパネル
ディスカッション
・阪神淡路大震災以降のボランティア活動を振り返る
○防災講座の開催
・ひょうご防災特別推進員を招き、防災講座を開催
○パネル展示、東北物産展を実施する

400

114 神戸 地域
震災から20年・・当時の体験を
語り伝えよう・玉津のもちつき
炊き出し鎮魂のつどい

（特非）神戸環境教育
研究所

2月1日他
玉津第一小学校
他

○玉津地域の住民が共同作業により、炊き出しやもちつきを実施、震
災犠牲者に黙祷
・地域住民が助け合うことの重要性を再確認し、震災体験を後世に伝
えてた
・住宅耐震化や家具転倒防止ＰＲ、備蓄しよう活動も実施

2,050

115 神戸 地域
カエルキャラバン　防災を学ぼ
う

神戸市民安全推進員
会

11月9日 双葉学園

○児童養護施設での防災訓練
・自衛消防訓練、消火訓練、応急手当
・炊き出し料理体験 45

116 神戸 地域
2014　KOBE　イルミネーション
バス運行

KOBEイルミネーション
バス運行実行委員会

12月5日～16日
神戸市内の福祉
施設等

○市バスにルミナリエを模した電飾を施し、市内の福祉施設等を訪問
・施設利用者や職員の方に、震災への想いを再確認
特別養護老人ホーム、児童養護施設等約３２施設 2,000

117 神戸 地域 つどい1・17
神戸・市民交流会

1月17日 東遊園地

○東遊園地での１．１７追悼行事
・神戸市東遊園地での1.17のつどいにおいて、竹灯籠で1.17の文字を
描き、参加者が火を灯し黙祷
・17日の早朝に炊き出しを実施
・阪神・淡路大震災及び東日本大震災の犠牲者を追悼し、震災の経験
を語り継ぐ

101,000

118 神戸 地域

「1.17は忘れない」震災20周年
メモリアルイベント　南海・東南
海地震と津波から命を守り、地
域の絆を考える

（特非）コミュニティ・サ
ポートセンター神戸

1月24日 東灘区民センター

○震災２０周年メモリアルイベントを開催
・黙祷、追悼音楽、踊りを通して、小さな子どもから中学生、高校生、お
年寄りまで参加、地震や津波から命を,守るための防災学習
・地域防災福祉コミュニティのメンバーより安全な避難経路、地震、津
波等の災害時の行動について学ぶ

300

119 神戸 地域
阪神淡路大震災20周年記念メ
モリアルコンサート
「明日に向かって輝こう」

本庄ふれあいのまち
づくり協議会 1月10日

神戸市立東灘小
学校

○震災20年を機にした地域での防災啓発
・震災時に小学生であった保護者に、当時の被災体験を語ってもらい
大震災を振り返る
・地域の絆を深めるコンサート（ふるさと、花は咲く、幸せはこべるように
等）

518
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120 神戸 地域 深める減災力、高める防災力

（特非）東灘地域助け
合いネットワーク

1月31日 御影公会堂

○地域で活動する団体を招いて追悼コンサートを開催
・ロビーにて防災啓発展示を行う
○活動を開始した阪神淡路大震災当時からの、地域の復興と歩みを
振り返る冊子を作成
○ひょうご防災特別推進員による応急救護等の防災講座の開催

600

121 神戸 地域 1.17KOBEに灯りをinながた
1.17KOBEに灯りをinな
がた実行委員会

1月17日 新長田駅前広場

○「1.17 ながた」の文字形のろうそくへの点灯、鎮魂ライブ、ろうそくづく
りワークショップ
・東日本大震災被災者への支援、交流ブースを開設
・「灯り」に震災でなくなられた方々を偲び、復興の願いを込めることで、
防災意識の向上や啓発

3,000

122 神戸 地域
災害に備えて！炊き出し訓練
＆防災啓発活動

（一社）兵庫県宅地建
物取引業協会神戸東
支部

1月17日
HAT神戸なぎさ公
園

○災害時の集団生活を想定した集団炊き出し・配膳訓練を実施
○ウォーク等参加者へぜんざいの炊き出しを提供するとともに、防災
啓発小冊子等を配布し、防災啓発活動を実施
○不動産業務経験・知識を活かし、来場者の耐震措置など、防災・減
災に繋がる情報を提供

1,640

123 神戸 地域 震災を忘れないで、考えよう
（特非）サポートステー
ション灘・つどいの家

1月9日
サポートステー
ション灘・つどい
の家

○子ども、高齢者への震災の語り継ぎ、防災啓発
・故人の冥福を祈りセレモニーを実施
・鎮魂の音楽会
・20年前を思い出しての炊き出し

178

124 神戸 地域
神戸500人委員会がんばれ
ニッポン応援「炊き出し500人
鍋」

こころ豊かな人づくり
神戸500人委員会

1月17日
HAT神戸なぎさ公
園

○震災当時に避難所で味わった炊き出しの豚汁を1.17のつどいHAT会
場にて参加者に提供
○500人委員会が行った東北被災者支援活動、被災地の状況を報告
し、被災地との連携、支援の輪をひろげる 425

125 神戸 地域

１：写真展KOBE*HEART Vol.6
20年目の神戸
２：KOBE*HEARTライブ写真館
～20年目の神戸の笑顔～

KOBE*HEART実行委
員会 1月17日他

①神戸アートビ
レッジセンター
②長田神社前商
店街・プレノ長田

○写真展KOBE*HEART Vol.6
・全国の写真家60名による震災20年の神戸をテーマにした写真展
○KOBE*HEARTライブ写真館
・大きな被害を受け、人々が復興に力を合わせてきた場所で、20年を
経た人々の現在の笑顔を撮影、展示
・阪神・淡路大震災から20年の神戸の姿を3月に東北（仙台）へ届ける

1,600

126 神戸 地域
阪神・淡路大震災２０年目の震
災体験者手記集冊子作成を通
じた震災の教訓発信

阪神大震災を記録し
つづける会

1月10日他 兵庫県民会館

○１０年目の手記集の執筆者に呼びかけ、２０年目の大震災を振り返
る
○冊子完成記念会において東日本との交流を実施
・編纂された冊子は、人と防災未来センター、神戸市立地域人材支援
センター、まち・コミュニケーション等関係機関に寄贈

1,045



参加人数実施場所 主な実施内容開催日
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No 県民局
事業
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事業名 実施団体名

127 神戸 地域
震災20年事業「そなえるってい
～な！」

（一社）神戸青年会議
所　まちの防災推進
委員会

1月17日
三宮センター街
他

○震災２０年として、啓発活動を実施
・1月17日に神戸市内の各所で、「ひょうご安全の日」のＰＲ、防災啓発
ステッカーを配付 10,000

128 神戸 地域
長田区在宅医療推進協議会
災害対策部会”阪神淡路20年
災害医療フォーラム”

神戸市長田区歯科医
師会

1月24日 長田区役所

○歯科医医師会による災害医療フォーラム
・大規模災害発生時に対応できる在宅医療の地域ネットワーク作りと
支援
・災害時の医療及び介護の支援について地域住民に周知する 121

129 神戸 地域 １．１７長田メモリアル２０ 震災復興長田の会 1月17日～18日
新長田勤労市民
センター

○長田区に関わる人々に震災２０年の今思うこと、今後の展望を記し
た記録集を発行
○長田区に関わる団体や個人、記録集の執筆者を交えて交流するあ
したへ語り継ぐつどいを開催
○被災地長田の現状、駅前再開発地域の復興状況を見て歩くメモリア
ルウォークを開催

296

130 神戸 地域
阪神・淡路大震災２０年追悼
チャリティーコンサート

ヘンリーと音楽仲間た
ち

1月12日 ジーベックホール

○阪神淡路大震災を体験し、復興に立ち向かった仲間達によるチャリ
ティジャズコンサート
・震災により一時活動停止を余儀なくされたが、こんな状況でこそ音楽
は人の心を動かすものであると、被災者バンドとして活動
・震災２０年のコンサートとし再び当時の復興への思い等をステージよ
り発信、共有

250

131 神戸 地域
アンサンブル神戸第15回特別
演奏会～1.17鎮魂と語り継ぐた
めに～

（一財）アンサンブル
神戸

1月24日
神戸新聞松方
ホール

○一般公募による神戸21世紀混声合唱団とプロの音楽家で構成され
るオーケストラが、モーツァルト作曲ヴェスペレとレクイエムを演奏
○宮城県からの県内被災者を招待し、同じ被災住民として思いを共有 411

132 神戸 地域
伝えよう減災・絆
帰ってきた音楽喫茶

元気村・移動サービス
2月1日他

リバティルーム
カーナ

○震災の思い出の共有と減災方法を学ぶ集まり
・震災当時を思い出し、一日だけの音楽喫茶「がんばろうコーヒー」を復
活させ、集い、震災体験を語り継ぐ 87

133 神戸 地域
成熟経済におけるケミカル
シューズ業界の新たな挑戦－
震災復興の検証を踏まえて－

（一社）在日韓国商工
会議所　兵庫

3月27日他
兵庫韓国文化教
育院

○在日韓国商工会議所によるシンポジウム
・被災地のまちづくりや活性化において地場産業が果たしてきた役割、
東日本大震災に向けた地場産業の役割を発信・提言
・地場産業の震災以降の軌跡をたどり、今後発展していくための課題を
抽出するアンケート並びにインタビューを実施

166



参加人数実施場所 主な実施内容開催日
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事業
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事業名 実施団体名

134 神戸 地域 防災を考える区民のつどい

防災を考える区民の
つどい実行委員会

3月1日
神戸市灘区民
ホール

○地域の防災活動を考えるつどい
・灘防災の賞の授賞式と活動の紹介
・集中豪雨等から身を守る防災講話
・住民が主体となり楽しくわかりやすく減災、防災の意識を高める
・「減災を考える」震災写真展と防災用品の展示
・住宅耐震化やフェニックス共済のパンフレットを配布

330

135 神戸 地域
東北作業所応援市～災害から
障がいを持つ仲間を守る！～

ガリレオクラブインター
ナショナル

3月21日～3月23日 しあわせの村　他

○東北から障がいを持っている方を招き、震災を乗り越えた神戸の作
業所のみなさんとの交流会を実施
○東北応援市にて神戸の作業所の方と参加
○被災地の様子や東北の方の活動、防災への取組をまとめた冊子を
作成

3,127

136 神戸 地域
未来につなげ！防災の大切さ
～東日本大震災避難被災者と
子どもたちの交流会

アジア子ども基金 3月7日～8日 星の子館　他

○東日本大震災避難者と子ども達との交流会
・災害が起きた時どうやって身をまもるかを話し合い、防災の大切さを
学ぶ 66

137 神戸 地域
１．１７は忘れない―震災復興
20年・学生が繋ぐ追悼茶会

（特非）いちごいちえ 3月7日
有馬グランドホテ
ル雅中庵

○震災10周年より継続して実施している学生による追悼茶会
・待合室に高校生が自ら集めた震災関連資料展示
・防災グッズを展示し防災意識の高揚を図る
・来場者には、地震等の防災関連資料を配付
・募金箱を設置し、交流のある仙台被災者が行う「震災追悼茶会」に寄
付

80

138 神戸 地域
もとまちハートミュージアム
2015～復興20年、人つなぐ道
～

もとまちハートミュージ
アム2015実行委員会

3月27日～31日
こうべまちづくり会
館、風月堂ホール

○「つなみが来たらどこに逃げる？」をテーマに車いすにのった人と子
どもたちが一緒に商店街を歩く「防災フィールドワーク」を実施
○震災の教訓を発信するコンサート
○障がい者アート作品の展示
○東日本大震災復興支援バザール

500

139 阪南 全県
兵庫県ボランティア協会　阪
神・淡路大震災20周年記念事
業ボランティア交流フォーラム

兵庫県ボランティア協
会

11月29日
芦屋市福祉セン
ター

○震災から20年のボランティア交流フォーラムを開催
・復興に際し、ボランティアが果たした役割と実践、今後に望まれる活
動の実施計画を報告
・「災害とボランティア」についての対談 250

140 阪南 全県

東日本大震災復興支援にみる
兵庫県南部地震から伝承され
たもの・伝承されなかったもの
～子ども達の東日本大震災支
援活動と兵庫県南部地震　伝
承・防災・減災～(記録誌作成）

T・C・C学際研究所
―

全国の関係機関
へ配布

○兵庫県南部地震からみる東日本大震災支援活動を記した記録誌を
発行
・子どもたちの活動報告を中心として啓蒙活動に寄与
・全国の関係機関へ配布する
（配布先：全国の公共施設、自治体、企業、学校、防災関連ＮＰＯ、図
書館等）

800
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141 阪南 全県
子ども防災交流会　２０１４　in
HYOGO＆防災・減災啓発ツー
ル開発・実践事業

（特非）さくらネット 1月11日他
兵庫県民会館、
県内小中高等学
校

○子ども防災・減災啓発ツールの開発・活用と防災活動に取り組む若
者の交流会
・親子で楽しみながら学べる防災ぬり絵すごろく、避難所検討ツールを
イベントを実施
・防災に取り組む若者達が現在の活動の意見交換や、思いを共有した

890

142 阪南 全県
関西学院大学災害復興制度
研究所　２０１５年復興・減災
フォーラム

関西学院大学　災害
復興制度研究所

1月10日～11日 関西学院会館

○「震災バネ」をテーマに被災体験を前向きに捉え生きている人にス
ポットを当てる復興・減災フォーラム
・復興や被災者支援、災害に強い地域づくりと取り組んでいる人たち
が、体験や知恵をもとに交流 220

143 阪南 全県
―慰霊と鎮魂・東北復興支援
―阪神・淡路大震災２０年祈念
コンサート

陸上自衛隊中部方面
音楽隊後援会

1月17日
芦屋市民会館大
ホール

○震災の犠牲となられた方を追悼し、復興途上にある東北復興支援を
目的に「祈念コンサート」を開催
・ロビーにおいて阪神・淡路大震災の被災状況と救援活動、そして復興
した被災地の現状写真のパネル展示
・当時の現状と後世の教訓、危機管理、災害対処についての防災講演

700

144 阪南 全県
阪神・淡路大震災から２０年
「伝えたいあの日」

ボランティアグループ
「とまと」

1月15日他
芦屋市ルナホー
ル

○タイガー大越（トランペット奏者）による大震災への思いを伝えるコン
サートを実施
○震災時、復興後の写真や当時の資料、冊子を展示
○震災時仮設住宅で行われていた手芸品づくり、語り部による経験の
継承

905

145 阪南 全県

大震災の教訓を伝え繋ぐ音楽
公演による、防災・減災の街づ
くり啓発事業

私の好きなこの街復
興支援プロジェクト 1月10日 芦屋ルナホール

○阪神淡路と東日本の大震災をテーマとするコーラスミュージカル「光
る風の街」の上演
・阪神・淡路大震災を知らない中高生を含む阪神地域の人々と東日本
大震災被災者が共演

545

146 阪南 全県
朗読劇公演「青い空に絵をか
こう～1.17震災の街で生まれた
愛の手紙」

あおぞらドラマカンパ
ニー「青い空に絵をか
こう」上演実行委員会

1月18日他 芦屋ルナホール

○震災当時、芦屋市岩園小学校で、被災者またはその周囲の人々の
間で実際に交わされた手紙を基に構成された朗読劇の公演
・震災20年の節目にあたり、被災地で何が起こったのか、どう思いどう
行動したか、ボランティアの様子、被災地外の人の考えなどを後世に
語り継ぐ

450

147 阪南 全県
災害ボランティア２０年ワーク
ショップ―これからのボランティ
アと対話の力

災害ボランティア２０
年ワークショップ実行
委員会

1月12日 関西学院会館

○神戸世代、中越世代、東日本世代、将来の被災地を担う世代が目
指すボランティア像を考えるワークショップ
・基調講演「文化による社会包摂-緩やかなネットワーク社会を目指し
て-」
・パネルディスカッション「”ボランティア”と”被災者”の対話の力」

60
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148 阪南 全県
公開セミナー「阪神・淡路大震
災の教訓からみた東日本大震
災」

東日本大震災検証プ
ロジェクト委員会

1月12日 関西学院大学

○阪神・淡路大震災とその後の災害教訓をベースに東日本大震災に
ついての調査・検証をするセミナー
・日本災害復興学会に所属する研究者７名が阪神・淡路大震災の教訓
をもとに東日本大震災を検証
・広域避難、自治体間連携、義援金、復興基金、みなし仮設住宅などを
テーマに発表

60

149 阪南 全県

阪神淡路大震災から２０年　伝
えよう震災、備えよう災害、つ
なごう人の輪、はばたこう明日
へ！

芦屋Tioクラブ
2月14日他

芦屋市ルナホー
ル　他

○防災学習絵本「この町がすき」をアニメ映像化し上映
○劇中に震災当日の様子や救援、復興の記録「震災メモリアル」を織り
交ぜ、防災意識を高める
○ふるさとを思う童歌等を子どもたちと合唱
○東北支援等のチャリティーコンサートの開催

557

150 阪南 全県

東日本と結ぶ阪神・淡路大震
災20年メモリアル舞台劇～ひ
とりじゃない、ともに生きよう～
「カーリーの青春」

劇団自由人会 3月26日 芦屋ルナホール

○～ひとりじゃない、ともに生きよう～「カーリーの青春」の上演
・震災を知らない子ども達に向けて、震災時の地域の人の支え合いな
どをパネル展示
・劇団の東日本でのボランティア活動、慰問公演の活動の報告 300

151 阪南 全県
ひょうご安全の日推進事業－
阪神淡路２０年追悼の祈りと希
望のコンサート－

（公財）アルカディア音
楽芸術財団

3月29日
兵庫県立芸術文
化センター　小
ホール

○阪神淡路２０年の追悼コンサート
・被災地域の追悼・癒やしと未来への活力を与える
・被災地域在住の視覚障害者、介助ボランティアを招待し災害に備え
ての共生社会づくりに寄与 320

152 阪南 地域
はらっぱ防災プロジェクト２０１
４～伝え、備え、みんなで活か
そう～

（特非）はらっぱ 1月18日他 はらっぱ保育所

○震災祈念イベント「あの日を想って」
・炊き出し・非常食の試食
・わが家の帰宅ルート・避難マニュアル作成
・人と防災未来センターの見学
○心肺蘇生講習会の開催

350

153 阪南 地域

海辺体験“自然の豊かさ、自然
のこわさ”～海辺での防災学
習、自然観察、浜辺クリーン
アップ

浜・川・山の自然たん
けん隊

11月1日他
夙川河口の御前
浜　他

○「11.5　津波防災の日」をふまえ海辺で自然体験イベントを行うととも
に震災や津波の問題について学ぶプログラムを実施
○親子参加の募集を行い、子どもたちに津波のクイズなどをし、津波が
来れば早く高く遠くに避難することを伝え、津波避難訓練でかけっこで
楽しく防災学習

959

154 阪南 地域
阪神淡路大震災の子どもたち
への継承事業

（社福）のぞみ会「浜
風の家」

1月17日 浜風の家

○子どもに対する防災啓発
・阪神淡路大震災２０年目メモリアル行事の開催
・震災メモリアルと避難訓練、野外炊飯
・追悼コンサート、震災体験談

1,541



参加人数実施場所 主な実施内容開催日

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定一覧表【地域・全県事業】

No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

155 阪南 地域
地域の外国人住民との共生災
害学習「暮らしの安心・安全
2014」

こくさいひろば芦屋 12月14日他
芦屋市立潮見小
学校

○外国人に対する防災学習
・町歩きをしながらの避難訓練
・AED使用体験、ハザードマップづくり
・防災学習として、家具の転倒防止対策、非常時持ち出しの点検、情
報サイトの紹介、備蓄食品の紹介
・防災学習で理解したこと、体験した地震や津波の体験発表

500

156 阪南 地域
確実に伝えよう震災２０年　１・
１７追悼メモリアル地域交流餅
つき大会

（特非）たまり場 12月21日
グループホーム西
宮

○地域の連帯を誓い、犠牲者の鎮魂を願う１．１７追悼メモリアルの実
施
○震災を風化させないように、地域の人々が協力し、震災翌年から続
けている餅つきを実施し、震災未経験者と交流

250

157 阪南 地域 年末の防災セミナー・訓練会
義心館西支部

1月18日 大庄おもしろ広場

○空手道場と地域住民との防災啓発事業
・応急救急セミナー（心肺蘇生・AED講習・簡易止血法）
・応急救助セミナー（簡易担架搬送、バケツリレー）
・炊き出し訓練

160

158 阪南 地域

にしのみやジョイジョイコン
サート“NISHINOMIYA JOY
JOY CONCERT”～チャリティコ
ンサート　西宮は元気、東北も
元気に！私たちは仲間！～

国際交流　サークル・
オッペ 12月7日

西宮市大学交流
センター

○ジャズ音楽とゴスペルを通して、阪神淡路大震災２０年を記念すると
ともに、東日本日本大震災を支援するコンサートを開催
・阪神・淡路大震災を忘れず記憶し、東北支援の重要性を広めた

85

159 阪南 地域
傾聴ボランティア養成講座～
災害時・平常時でのケアの連
携

傾聴ネットワークまど 2月23日他
尼崎市立中央公
民館　他

○災害時にも活躍する傾聴ボランティアの育成
・傾聴ボランティア入門連続講座の開催
・阪神淡路大震災の被災高齢者への傾聴、室内安全、備蓄のすすめ 81

160 阪南 地域
１．１７忘れられない町と人々
震災の記憶から記録へ　そし
て　防災・減災　人の輪

千歳町自治会
1月17日～19日

ギャラリー小さい
芽　他

○地域による追悼行事
・震災前の懐かしい町内、震災時の悲惨な記録、美しく復興した町内の
様子を住民から写真の提供を受け写真展を開催
・町内全家庭に震災当時の様子、振り返って思うこと、今後の防災対策
のアンケート

100

161 阪南 地域
阪神・淡路大震災２０年のつど
い「活かそう未来へ　体験者か
らの伝言」

安井地区自治会連合
会 1月11日

安井市民会館全
館

○地域での防災啓発事業
・追悼式、震災記録写真展示
・人と未来防災センター「語り部」による震災体験講演会
・「新しい非常食を体験しよう」食堂
・日々の生活にも役立つ非常食と非常時備品の展示・体験コーナー
・拡げよう防災の輪・つなげよう音楽の絆「うたごえきずなコンサート」

500



参加人数実施場所 主な実施内容開催日
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No 県民局
事業
区分

事業名 実施団体名

162 阪南 地域
鳴尾東防災の日「1.17をわす
れない」

鳴尾東コミュニティ協
議会 1月12日 鳴尾東小学校

○地域による追悼行事、防災啓発
・1.17の鎮魂のために献灯と献花
・震災記録映画の上映と写真パネル展等の展示により記憶を再生
・防災訓練、炊き出し（餅、豚汁）、テント張り等避難所を設置、家具転
倒防止器材などの紹介等

800

163 阪南 地域
―1.17は忘れない―
震災20年鎮魂の雪地蔵づくり
と交流の雪まつり

スポーツクラブ２１安
井

1月16日～17日
西宮市立安井小
学校

○震災直後からの富山県のボランティアグループとの交流を通じた震
災の記憶の継承と防災啓発
・雪地蔵の製作や追悼行事等を通じ、震災の経験を子どもたちに伝え
る
・地域住民による炊き出し訓練

700

164 阪南 地域 防災安全対策啓発事業
（公社）芦屋市シル
バー人材センター

3月 芦屋市内全戸

○家具転倒防止器具及び家庭用火災警報器取り付け啓発
・チラシを作成・配布し芦屋市内全戸配布
・市内の家庭に訪問し、器具等の取り付けを普及
・フェニックス共済の加入を促進する内容も掲載 芦屋市内全戸

165 阪南 地域
第９回　震災を忘れないメモリ
アルコンサート

（特非）ええうた工房 2月8日
西宮市プレラホー
ル

○震災を忘れないメモリアルコンサートの9回目の開催
・阪神・淡路大震災を忘れないを心に持ち、東北復興ソングを演奏
・安らぎとメモリアルの思いを来場者と共有し、復興へとつなげる 204

166 阪南 地域 台所の防災２０１４
芦屋韓国朝鮮料理教
室

3月19日他
芦屋市民センター
調理室

○外国人に対しての料理教室を活用した防災啓発
・震災のDVDによる防災学習
・ひょうご防災特別推進員を招いての講習会
・備蓄品を用いて料理、保存食の作り方

63

167 阪南 地域

阪神淡路大震災２０年高齢者
への「家内安全」「備蓄」広報
キャンペーンと「復興住宅と地
域を結ぶ～笑顔ふれあい祭り
～」

地域を結ぶ笑顔の会
2月14日

尼崎市立小田公
民館

○高齢化進む復興住宅とその地域で、個別訪問やイベントを通じ、「家
内安全」「備蓄」に関して、資料配布、声かけ、広報活動
○復興住宅住民及び地域住民を対象とした第１１回笑顔ふれあいまつ
りを開催
　・「室内安全」「備蓄」をテーマとした寸劇、展示等

290

168 阪南 地域
ふれあい芦屋マダン２０１５－
安心・安全・共生のまちづくり
－

ふれあい芦屋マダン２
０１５実行委員会

3月28日
芦屋市立山手小
学校

○外国人参加の地域イベントでの防災啓発
・防災スタンプラリーの実施
・ひょうご防災リーダーの防災のお話
・神戸市内の団体と連携して東北物産展
・20年となる阪神淡路大震災の写真展示
・備蓄用食材のブースを設置

1,000
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169 阪南 全県
かわにし音灯り2014～震災鎮
魂の祈り～

川西市商工会 11月2日
川西市総合体育
館駐車場

○川西市商工会の追悼、防災啓発イベント
・防災活動ブース設置、パネル展示、消防署員による実演演習
・キャンドルナイト（震災復興への追悼）
・追悼コンサート
・被災地の特産品販売

8,000

170 阪南 全県
宝塚１万人のラインダンス～大
震災への想いをあらたに～

宝塚１万人のラインダ
ンス実行委員会

11月1日 武庫川河川敷

○宝塚トリプル周年を記念して開催する、武庫川河川敷での市民参加
イベント
・防災ラジオのＰＲ、防災マップ３０００部を配布
・宝塚市消防本部による子ども防災教室の開催
・防災をテーマにした凧つくり大きな貼り絵作製
・台風１１号で流失したモニュメント「生」の再建
○東日本大震災の被災地から２グループを招いての交流

4,563

171 阪南 全県
～１．１７メモリアルコンサート
～モーツァルト　大ミサハ短調

神戸室内オペラ 3月1日
三田総合文化会
館　郷の音ホール

○鎮魂コンサート　モーツァルト　大ミサハ短調
・防災関係者による講演
・会場ロビーでの防災関連のパネル展 240

172 阪南 全県
阪神淡路20年～1.17は忘れな
い～第７回宝塚チャリチィ歌謡
コンサート

花かわち倶楽部 12月23日
宝塚市立文化施
設ソリオホール

○防災講演会とチャリティコンサート
・防災特別推進員「住宅の耐震化」「家具の転倒防止」「備蓄」に関する
講演
・震災時のビデオ上映
・会場内から会場外への参加者全員の避難訓練
・宝塚市内に避難している東日本大震災被災者による講演

240

173 阪南 地域
防災フェア～皆で守ろう　わが
街・いのち～

能勢口商業協同組合 12月13日
川西能勢口駅東
側・阪急高架北側
高架沿い

○地域の商業組合による防災フェア
・救急講習(ＡＥＤ)、消火器操作訓練
・消防車、ＪＡＦ車の展示等
・防災講話、防災パネル展示

800

174 阪南 地域
阪神大震災20周年ひこばえコ
ンサート＆トーク

阪神大震災を考える
会

1月17日
宝塚市立男女共
同参画センター・
エル

○防災講演会
・「震災体験を語り継ぐ意味と若い世代の被災者支援活動」
○追悼コンサート
・やさしさと命の大切さを伝える心打つ歌声とハープの演奏で癒やしと
励ましの時間を共有

60

175 阪南 地域
１．１７は忘れない　震災２０年
追悼合同コンサート

三田市吹奏楽団 1月17日
三田総合文化セ
ンター郷の音ホー
ル

○三田市吹奏楽団とウィンドアンサンブルコスモスによる、震災２０周
年追悼合同コンサートの実施
・ロビーにて住宅の耐震化、室内安全対策等の展示
・東日本大震災被災者からのメッセージ等を企画

502
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176 東播磨 地域
加古川グリーンシティ防災まち
づくり推進事業

加古川グリーンシティ
防災会

3月28日他
加古川グリーンシ
ティ

○マンションでの防災啓発事業
・中高層住宅災害に特化した防災訓練実施及び安全対策の実施
・子どもから大人までみんなで楽しめるDIG防災ゲーム
・防災減災啓発学習の実施、ちからこ部(特技登録)及びあったかード
(要援護者対策)の登録啓発

1,600

177 東播磨 地域
尾上地区防災・減災フェスティ
バルならびに避難訓練

養田まちづくり委員会 12月21日
尾上町養田公会
堂

○消火訓練、心肺蘇生訓練の実施
○佐用町の水害復興を視察し、意見交換
○フェニックス共済の加入促進

511

178 東播磨 地域
「１．１７を忘れないたかさご集
会」等

防災リーダーたかさご 1月18日他
曽根町公民館
他

○住民を主体に防災活動を実施
・防災講習会・救急・救命の実演
・台風、災害時の地域対応についての学習
・家具の転倒防止
・避難所開設HUG（高砂市版避難所運営ゲーム）

1,100

179 東播磨 地域
給食施設における緊急時相互
支援実地訓練

明石給食施設協議会 1月27日
高齢者総合福祉
施設ウェルフェ
ア・グランデ明石

○「地震により被災したために食事が提供できなくなった」と想定し、会
員施設間で食事提供支援するための緊急時連絡訓練及び実地訓練を
実施
○緊急時連絡訓練及び実地訓練を企画・運営・評価するためのワーキ
ング会議の開催

110

180 北播磨 全県 つみっく防災スクール （特非）つみっ庫くらぶ 11月1日他
県内各施設、学
校

○県内各地で大型木製ブロック「つみっく」による防災イベントを実施
・「秘密基地遊び」→「ちびっこシェルター」→「避難所のプライベート空
間」の変化を、子供を含めたイベントの中で体験
・防災ゲーム（クロスロード）と使って、防災リーダー、自治会、大人向け
の啓発
・東北震災での使用例の活動報告

2,260

181 北播磨 全県
防災活動活発化推進シンポジ
ウムと避難訓練

兵庫県隊友会神戸西
支部

12月6日～7日
県立三木山森林
公園等

○三木山森林公園における避難訓練
・施設職員、来場者参加の避難誘導訓練
・避難者が自力により100分でつくる避難小屋
・食中毒を避ける食糧備蓄の方法と炊き出し訓練
・防災研修

200

182 北播磨 全県 みんなでつなぐ加西のきずな
ボランティアのつどい
実行委員会

1月24日
加西市健康福祉
会館

○防災ボランティアの役割、平時の助け合いによる防災意識がテーマ
の講演会
・小中学生、一般のボランティア体験発表
・ボランティア体験・防災に係る体験
・炊き出し訓練

700
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183 中播磨 全県
ひょうご安全の日協賛・俳句に
よるまちづくり「播磨芭蕉忌フェ
スティバル」

俳句によるまちづくり
の会「亜流里」

11月16日
姫路市自治福祉
会館

○俳句会での防災講習会、東日本支援の報告
・俳句会の開催時に兵庫安全特別推進員から、阪神・淡路大震災の教
訓の継承について講義
・被災地の子ども達へのメンタル面での支援として実施した交流事業に
ついて、現地の復興状況と共に報告

150

184 丹波 地域
阪神・淡路大震災〔20年〕と東
日本大震災〔4年〕を忘れない

いのちのうた
3月7日

日本キリスト教団
篠山教会

○難聴者支援の防災講演会
・「耳の不自由な者にとっての3.11とその後、そして兵庫への提言」
　津波情報がわからず耳の不自由な方達も多く亡くなったこと、避難所
や仮設住宅で、必要な情報が入らず孤立してしまう耳の不自由な人た
ちについて、被災地訪問活動を通じて、見えてくる課題から減災、防
災、つながりを語る

40

185 淡路 地域
阪神淡路大震災20年防災講
演会

淡路消防保安協会 12月11日
洲本市文化体育
館文化ホール

○陸上自衛隊第３音楽隊による震災追悼コンサート
○防災講演「南海トラフ巨大地震・津波に備える」
○震災・防災関連展示（県民総参加「減災」キャンペーン
　阪神淡路大震災、東日本大震災パネル、南海トラフ大震災浸水予
測・被害予測パネル、フェニックス共済パネル）

500

186 淡路 全県
ひょうご安全の日推進事業
「災害対応力を身につけよ
う！！」

日本赤十字社兵庫県
支部

2月7日
淡路島東浦サン
パーク

○ボランティアセンターの立ち上げ、運営、救護所の開設、炊き出し準
備等の設営訓練
○仮設診療所設置、救援物資の搬送・配布、無線通信訓練
○災害時に役立つ技術の習得コーナー、健康相談、パネル展示等

400


